
' 

え
よ
う
。
ま
た
、
強
い
て
コ
一
十
九
段
の
引
用
と
考
え
な
く
と
も
、
本
文
は
「
春

の
明
ほ
の
な
ら
ね
ど
：
・
」
と
あ
る
か
ら
、
三
十
五
段
に
見
え
る
よ
う
に
、
春
な

岩
波
ゑ
・
は
ι
表
現
郡
詳
細
な
た
あ
注
釈
的
特
轄
を
も
つ
が
、
流
布
本
に
省
略
の

性
格
ぷ
あ
り
、
梗
援
本
と
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
表
現
に
お
い
て

も
流
布
本
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
う
個
所
が
あ
る
。
以
上
の
事
か
ら
流
布
本
が

も
と
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
第
四
系
統
で
あ
る
流
布
本
が
も
と
本
に
近
く
、

第
一
系
統
で
あ
る
岩
波
本
は
、
流
布
本
よ
り
後
の
も
の
で
あ
り
‘
後
人
に
よ
る

書
き
添
え
な
ど
が
行
わ
れ
た
結
果
に
よ
づ
て
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

菅

原

道

真

の

詩
と
性
格

｜

｜

白

楽

天

と

の

比

較

は
じ
め
に

道
真
ほ
ど
、
こ
の
日
本
の
歴
史
を
通
じ
て
、
人
々
に
広
く
親
し
ま
れ
敬
せ
ら

れ
て
来
た
人
は
少
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
彼
の
詩
は
、
或
る
特
定

の
二
、
三
篇
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
性
格
に
つ
い
て
も

て
い
た
が
、
流
布
本
の
み
が
有
す
る
個
所
に
心
理
描
写
が
見
ら
れ
る
か
E

立
時
期
を
下
げ
る
こ
ん
｝
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

』声
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椛

島

靖

子

同
様
、
理
想
化
さ
れ
た
、
偶
像
と
し
て
の
道
真
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
文
学
史

上
に
於
い
て
は
、
平
安
朝
国
風
文
化
の
先
駆
け
を
な
し
た
彼
で
あ
る
が
、
伝
説

的
天
神
崇
拝
の
域
を
出
て
、
人
間
道
真
と
そ
の
文
学
を
直
視
す
る
科
学
的
見
地

に
立
っ
た
研
究
が
、
い
ま
だ
に
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
裁



に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
は
彼
の
遺
文
、
及
び
当
時
を
風
廃
し

た
「
白
氏
支
集
」
と
の
関
連
よ
り
、
或
い
は
そ
の
他
の
文
献
を
適
し
て
、
道
真

の
人
物
、
性
格
乃
至
は
人
間
性
を
究
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

本

論

ω、
「
管
家
後
集
」
詞
句
出
典

元
慶
七
年
、
道
真
が
朝
廷
の
命
を
う
け
て
、
溺
海
入
観
の
大
使
と
唱
和
し
た

時
、
大
使
は
、

「
・
文
草
巻
第
二
「
余
近
叙
詩
情
怨
一
篇
J

礼
部
侍
郎
、
得
白
氏
之
体
｛
呈
菅
十
一
著
作
郎
：
・
」
傍
注
｝
と
言
っ

た
と
い
う
。
ま
た
「
江
談
抄
」
に
は

菅
家
の
御
作
は
限
も
及
ば
ず
、
文
集
は
限
及
ぶ
と
両
作
を
比
較
し
、
「
見
一
一
一

右
丞
相
献
二
家
集
一
」
（
機
博
一
一
一
）
で
も
、
天
皇
は
道
真
の
献
上
し
た
「
菅
家
文

草
」
を
賞
し
て
、

更
有
菅
家
勝
白
様
、
従
葱
描
匝
塵
深

と
、
同
じ
く
両
者
・
を
比
較
し
て
見
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
道
真
の
詩

が
白
楽
天
に
似
て
い
る
こ
と
は
既
に
当
時
か
ら
定
評
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
が
、

今
日
ま
で
、
そ
う
い
う
評
の
み
伝
わ
っ
て
、
そ
の
実
二
者
が
い
か
な
る
点
に
於

い
て
類
似
し
て
い
る
か
、
ま
た
い
か
な
る
関
連
状
態
に
あ
る
か
は
殆
ん
ど
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
「
大
鏡
時
平
伝
」
で
は
、
昌
泰
三
年
作
「
不

出
門
」
中
の
「
都
府
楼
繕
看
瓦
色
、
観
音
寺
只
聴
鐘
声
」
を
と
っ
て
、

こ
れ
は
文
集
の
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
歌
枕
藤
、
香
炉
峯
雪
援
簾
君
」
と
い

ふ
詩
に
、
ま
さ
ざ
ま
に
令
作
給
へ
り
と
こ
そ
、
む
か
し
の
博
士
ど
も
申
し
け

れ・

．．．．． 

と
記
し
て
お
り
、
「
都
府
楼
縫
看
瓦
色
：
：
：
」
が
、
白
楽
天
の
「
呑
炉
峯
下
、

新
ト
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
、
重
題
」
中
の
一
節
よ
り
引
用
し
た
匂
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
こ
の
一
句
の
引
用
関
係
以
外
は
殆
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
ず
る
。
よ
っ
て
、
最
近
発
刊
さ
れ
た
「
日
本
古
典
文

学
大
系
」
ハ
川
口
久
雄
著
〉
を
参
照
し
て
、
「
白
氏
文
集
」
を
典
拠
と
し
た
も

の
、
そ
れ
と
擬
せ
ら
れ
る
も
の
、
或
い
は
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ

れ
る
も
の
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

.0 
－一花読T 丁二

警警詠｜詩嚢l

友八 l題
詩’

官
舎

関
白
茅
茨

不
出
門

読
関
一
元

詔
書

菅
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と
－
記
し
て
お
り
、
一
都
府
楼
緩
季
夏
空
・
：
：
L

カ
ピ
ト
当
ヲ

o
－
Z
4
t
f世

新
ト
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
、
重
題
」
中
の
一
節
よ
り
引
用
し
た
句
で

九
月

口九
号日

合。敬。旅。
版。枕。雁0,

独思
愁量
臥 帰

去
日

果
雁

旅
雁
詩

長
斉
終
不
破

〈
旅
雁
詩
〉

町
一
遺
愛
土
寸
鐘
酔
骨
髄
柿
（
崎
一
即
時
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）

一
春
来
夢
何
処
、
合
限
到
東
州

一

（
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行

商
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長
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孔
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韻叙
意

百

望。駈
闘。放
限急
将如。
穿弦。

。。。
秋
夜

O
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酔
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一
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一
）

一
廻
昼
仕
事
紛
如
夢
（
蹴
上
作
）

一
。
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代
書
詩
一
一
白
韻
J

一
官
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黄
茅
屋
｛
寄
微
之
）

一
百
初
一
拳
〈
太
湖
右
記
）

二
旦
愛
剥
、
来
佐
江
郡

一

（

由

民

草

堂

記

）

一
理
合
命
遁
逗
（
江
楼
夜
吟
〉

一
心
輿
遇
境
発
、
自
力
図
行
知

一

（

秋

遊

平

原

）

一
貧
室
如
懸
磐
（
東
南
行
一
一
白
韻
〉

一
官
舎
黄
茅
屋
、
人
家
苦
竹
簸

一
〈
代
書
詩
一
一
白
韻
寄
微
之
〉

背
被
栄
花
臨
骨
組
縛
今
為
陵
諦
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一
昔
為
京
洛
声
華
客
、
今
作
江
湖

茶

囚

漆

倒

翁

（

長

坐

閑

吟

）

才斑移村宛
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右
表
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
わ
ず
か
「
菅
家
後
集
」
コ
一
十
九
首
を
挙
げ
た

に
過
ぎ
な
い
が
、
「
白
氏
文
集
」
に
関
連
あ
る
と
思
わ
れ
る
多
数
の
詞
勾
を
検

出
す
る
こ
む
一
が
出
来
る
。
尚
、
右
表
中
、
上
段
に

O
印
を
記
し
た
詞
句
は
川
口

氏
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
の
見
る
所
、

や
は
り
「
白
民
文
集
」
に
関
連
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
次
に
そ
れ
ら
の
詞
句
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。

先
、
ず
「
叙
意
一
首
韻
」
中
に
検
出
さ
れ
る
「
小
関
」
に
つ
い
て
は
、
「
叙
意

一
百
韻
」
が
「
白
民
文
集
」
中
の
詩
に
、
形
式
、
内
容
の
両
国
に
於
い
て
多
大

な
る
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
（
卒
論
・
第
三
章
、
「
叙
意
一
百
韻
」
に
詳
述

本
稿
で
は
省
略
）
、
ま
た
そ
の
住
居
指
写
は
同
「
文
集
」
中
の
「
香
炉
峯
下
云

々
詩
」
中
の
住
居
描
写
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
（
後
述
）
。
偶
々
こ
の

「
小
関
」
な
る
語
は
、
そ
の
「
香
炉
峯
下
云
々
詩
」
中
に
見
ら
れ
る
詞
句
で
あ

る
こ
と
な
ど
よ
り
、
や
は
り
偶
然
に
用
い
ら
れ
た
詞
句
と
の
み
は
言
い
難
く
、

む
し
ろ
「
自
民
文
集
」
を
読
ん
で
得
た
詞
句
が
、
自
然
に
乃
至
は
無
意
識
の
う

ち
に
出
て
来
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
「
秋
夜
」
（
後
集
）
中
の
「
土
日
被
栄
花
餐
組
縛
、
今
為
庶
務
草
茶
囚
」

と
「
曇
坐
関
吟
」
（
白
民
文
集
）
中
の
「
昔
為
京
洛
声
華
客
、
今
作
江
湖
漆
倒

翁
」
に
つ
い
て
は
、
両
作
が
と
も
に
諦
所
で
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
り
、
道
真
は
楽

天
の
詩
篇
中
、
特
に
諦
居
中
の
詩
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
（
後
述
〉
、
ま
た
詞

匂
こ
そ
違
え
、
そ
の
言
わ
ん
と
す
る
内
容
は
二
者
と
も
全
く
同
一
事
象
で
あ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
昔
、
都
で
栄
華
を
極
め
た
己
と
、
現
在
の
流
識
の
身
と
を

対
比
的
に
叙
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
少
か
ら
ず
白
楽

天
の
影
響
を
う
け
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
詞

句
も
右
表
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

今
、
右
表
の
詞
句
を
一
々
取
り
上
げ
て
吟
仲
探
検
討
す
る
こ
と
は
紙
面
の
関
係

上
出
来
な
い
が
、
勿
論
そ
の
す
べ
て
が
「
白
氏
文
集
」
に
拠
っ
た
と
は
一
吉
田
い
難

い
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
道
真
自
身
の
語
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
中
国
の
書
籍
よ
り
得
た
知
識
、
或
い
は
詞
句
の
潜

在
な
く
し
て
そ
れ
ら
が
生
れ
得
る
こ
と
は
恐
ら
く
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
右
表
の
如
き
詞
旬
、
を
単
な
る
偶
然
と
の
み
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

殊
に
「
枕
草
子
」
に
も
、

文
は
文
集
、
す
重
、
は
か
せ
の
申
文
：
・
：

と
あ
る
よ
う
に
、
「
白
民
文
集
」
が
当
時
を
風
廃
し
た
詩
集
で
あ
っ
て
み
れ
ば

な
お
更
、
「
白
氏
文
集
」
の
投
影
は
強
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
道
真
が
白
楽
天
に
影
響
を
う
け
、
心
を
傾
け
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

ω
「
不
出
門
」
其
の
他

上
述
の
よ
う
に
、
道
真
が
白
楽
天
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
う
べ

く
も
な
い
。
そ
れ
で
は
一
体
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。
前
述
の
よ
う
に
当

時
の
風
潮
と
し
て
「
白
氏
文
集
」
が
必
読
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が

そ
れ
以
上
に
彼
の
心
を
捕
え
て
離
さ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
そ

れ
は
同
境
遇
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

周
知
の
通
り
白
楽
天
は
、
元
和
十
年
、
四
十
四
歳
の
時
江
州
司
馬
に
左
遷
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
道
真
も
五
十
七
歳
の
時
太
宰
府
に
舵
せ
ら
れ
て
い
る

ド
一
一
ー
っ
と
も
道
具
に
つ
い
て
は
前
の
讃
州
赴
任
を
も
左
遷
と
見
る
向
が
あ
る
が

辻
善
之
助
氏
の
一
百
わ
れ
る
通
り
単
な
る
普
、
通
の
官
歴
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
赴
任
に
当
っ
て
、

讃
州
刺
吏
自
然
悲
べ
悲
倍
以
一
吉
贈
我
時
（
北
隣
諸
鑓
銭
席
」
）
と
翠
し
、

讃

州

赴

任

を

悲

し

ん

で

い

る

こ

と

や

、

‘
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我
将
南
海
飽
風
煙
、
更
一
知
他
人
道
左
遷
（

4
時
田
区
」
）
と
あ
る
こ
と
を

始
め
と
し
て
、
讃
州
時
代
の
詩
の
殆
ん
ど
が
、
都
で
一
一
試
ん
だ
詩
と
内
容
を
異
に

し
、
む
し
ろ
太
宰
府
論
居
時
代
の
心
境
に
近
い
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
少
く

と
も
道
真
自
身
は
当
時
、
左
遷
と
思
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。

要
す
る
に
、
同
境
遇
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
道
真
に
と
っ
て
は
、
詩
人
と
し

て
の
み
な
ら
ず
人
間
と
し
て
白
楽
天
に
関
心
を
示
す
一
大
動
機
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
議
所
に
在
っ
て
道
真
が
以
前
に
も
ま
し
て
白
楽
天
に
馴
染
ん
だ
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
殊
に
、
同
病
相
哀
れ
む
と
い
う
心
理
は
、
白
氏
の
論
居
に

於
け
る
詩
に
集
中
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
真
が
楽
天
の
そ
の
諦
居
中
の
詩
の

中
で
も
特
に
「
呑
炉
峯
下
、
新
ト
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
」
の
詩
を
愛

請
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
「
不
出
門
」
に
限
ら
ず
、
先
の
讃
州
諸
居
時
代
（

以
後
遺
真
の
主
観
的
立
場
よ
り
讃
州
時
代
を
讃
州
諸
居
，
時
代
と
呼
ぶ
〉
の
「
閑

居
」
（
猷
騨
四
）
、
更
に
「
不
出
門
」
よ
り
五
篇
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
叙
意

一
百
韻
」
の
中
、
ま
た
そ
の
地
で
も
「
呑
炉
峯
下
一
五
々
詩
」
類
似
の
住
居
描
写

が
出
て
来
る
こ
と
よ
り
推
測
出
来
る
。
今
そ
れ
ら
を
二
、
一
二
掲
げ
て
み
る
。

十

文
茅
屋
三
間
竹
数
竿

集

白
氏
文
集
（
香
炉
峯
下
云
々
詩
）

草、

後

韻叙
意

百

疎移観都疎使
割l徒音府畦宜
竹空寺楼種依

i編官只綾零 水
舎聴君縫此
？鏡瓦収生
：戸色得安
簸

石五香遺薬一竹石五

壁架炉警固帯不階架
三峯 茶山成桂三

柱間雪鐘園泉行柱間
竹新援歌為遺 竹新
編草簾枕産 合 編草

i i審主主君聴業廻 培堂

払

閑
居

不
出
門

右
表
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
道
真
は
偶
然
、
右
の
如
き
詞
句
を
も
っ
て
己

の
住
居
の
状
景
、
状
態
を
描
写
し
た
の
で
は
な
く
、
讃
州
議
居
に
於
い
て
も
、

西
府
諦
居
に
於
い
て
も
、
後
の
念
頭
に
は
常
に
白
楽
天
の
諦
所
草
堂
が
あ
っ
た

こ
と
は
疑
え
な
い
。
こ
れ
は
配
所
に
在
っ
て
、
楽
天
の
草
堂
自
体
に
憧
れ
を
も

っ
と
共
に
、
そ
の
草
堂
で
や
は
り
同
様
に
配
所
の
月
日
を
過
し
た
白
楽
天
の
悠

然
た
る
心
境
に
多
大
の
共
感
を
抱
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
「
不
出
門
」
中
の

引
用
部
分
「
都
府
楼
着
瓦
色
、
観
音
寺
聴
鐘
声
」
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な

心
理
状
態
の
中
に
、
自
然
生
じ
た
も
の
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
白
楽
天
は
内
心
は
と
も
あ
れ
、
表
面
的
に
は
諭
居
の
心
境
を
「
暁

寝
」
（
文
集
巻
十
七
）
と
題
し
て
、

／

律

詩

、

転
枕
重
安
寝
、
回
頭
一
欠
伸
、
紙
窟
明
党
暁
、
布
被
媛
知
春
：
j

i
－
－
：
難
鳴

猶
独
睡
、
不
博
早
朝
人

と
詠
み
、
朝
寝
の
出
来
る
諦
居
の
身
の
気
楽
さ
を
喜
ん
で
い
る
。
「
呑
炉
峯
下

云
々
詩
」
も
こ
れ
と
全
く
同
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

日
高
陸
足
猶
傭
起
、
小
閣
重
会
不
伯
索
、

遺
愛
寺
鐘
歌
枕
聴
、
香
炉
峯
雪
援
簾
看

匡
慮
使
是
逃
名
地
、
司
馬
勿
為
送
老
官

心
泰
身
寧
是
帰
処
、
故
郷
何
独
在
長
安

日
は
高
く
の
ぼ
り
、
睡
眠
は
十
分
と
っ
た
が
、
ま
だ
起
る
の
に
は
め
ん
ど
う

く
さ
い
。
中
二
階
で
幾
重
か
の
か
け
布
団
と
言
え
ば
寒
く
も
な
い
。
遺
愛
寺

で
つ
く
鐘
の
音
は
寝
た
ま
ま
枕
を
持
ち
上
げ
て
聞
き
、
香
炉
峰
の
雪
は
簾
を

は
ね
上
げ
て
見
る
。
こ
こ
は
名
誉
心
か
ら
の
逃
避
所
で
あ
り
、
司
馬
と
い
う

つ
ま
ら
ぬ
官
職
も
隠
居
に
は
な
か
な
か
よ
い
。
心
身
の
安
ら
か
で
あ
る
こ
と

こ
そ
、
人
間
本
来
の
安
住
の
地
、
長
安
ば
か
り
が
都
で
は
な
い
。

と
、
楽
天
の
悠
然
た
る
態
度
、
大
陸
的
な
太
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
る
に
一
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方
道
真
は
、
い
づ
れ
も
そ
の
心
境
、
悲
痛
を
極
め
て
い
る
。
太
宰
府
諦
居
に
あ

っ
て
は
特
に
そ
の
感
が
強
い
。
例
え
ば
、

春
夜
漏
非
長
、
春
雨
気
応
援
、
自
然
多
愁
者

時
令
如
読
狼
、
心
索
、
雨
又
寒
、
不
眠
夜
不
短

失
膏
稿
我
骨
、
添
一
塁
五
日
限
・
（
「
唯
一
時
十
夜
」
）

の
如
く
、
悲
し
み
の
為
、
夜
も
眠
れ
な
い
こ
と
を
叙
し
て
い
る
。
「
菅
家
後
集

」
に
は
そ
の
よ
う
な
太
宰
府
論
居
の
悲
、
愁
、
怒
の
他
、
無
実
の
主
張
、
望
郷

妻
子
へ
の
思
慕
、
生
活
苦
、
老
若
、
病
苦
等
、
あ
ら
ゆ
る
苦
病
を
訴
え
て
お
り

終
に
悟
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
人
間
道
真
の
姿
が
あ
り
あ
り
と
う
か
が
え

る
。
こ
れ
は
叉
、
花
鳥
風
月
を
詠
む
場
合
に
も
同
様
に
現
わ
れ
て
お
り
、
一
つ

と
し
て
自
己
の
心
境
、
悲
哀
を
詠
み
こ
ん
で
い
な
い
も
の
は
な
い
。
例
え
ば
、

梅
の
花
を
詠
む
に
し
て
も
、

宣
風
坊
北
新
栽
処
、
仁
寿
殿
西
内
宴
時
、

人
是
同
人
梅
昆
諮
問
、
知
花
独
笑
我
多
悲
（
「
轍
牒
」
）

と
、
そ
の
心
中
の
悲
し
み
を
梅
花
に
こ
と
よ
せ
て
詠
み
、
雁
を
詠
む
に
し
て
も

、
我
為
遷
客
汝
来
賓
共
是
蒲
々
旅
漂
身
敬
枕
思
量
帰
去
目
、
我
知
何
歳
汝
明
春

（
後
集
「
聞
旅
雁
」
）
と
都
へ
思
い
を
馳
せ
、
雁
自
身
を
、
或
い
は
梅
自
身
を

詠
む
の
で
は
な
く
、
自
己
の
心
中
を
詠
ま
ん
が
為
に
「
梅
」
ま
た
は
「
雁
」
を

引
き
合
い
に
出
し
た
と
い
う
感
が
す
る
程
で
あ
る
。
こ
れ
は
反
論
以
前
の
詩
、

す
な
わ
ち
都
で
詠
ん
だ
詩
と
大
き
く
具
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
都
に
於
い
て
は

同
じ
梅
を
詠
む
場
合
、

月
耀
如
晴
雪
、
梅
花
似
照
星

可
憐
金
銭
転
庭
上
玉
房
馨
（

4
一
日
韓
一
一
一
梅
花
一
」
）
’

の
よ
う
に
、
純
粋
に
梅
花
の
美
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
雁
の
場
合
も
、

稚
羽
晩
鴻
賓
、
察
、
声
驚
鳳
一
品
、
鳥
書
誰
係
足

黄
口
自
衛
尾
、
畏
月
是
孤
弦
、
渡
江
非
一
葦

先
鳴
何
処
客
、
在
後
時
元
幾
（

4
一
位
雄
官
品
、
同
賦
鴻
一
惟
来
賓
」
）

と
、
雁
自
身
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
自
己
の
心
境
を
叙
ベ
る
為
に

「
梅
」
や
「
雁
」
を
用
い
た
と
い
う
感
は
全
く
無
い
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
梅

雁
に
限
ら
ず
、
同
月
、
雨
、
そ
の
他
殆
ん
ど
の
も
の
に
対
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ

る
。
本
題
「
不
出
門
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

一
従
諦
落
在
柴
剤
、
万
死
競
々
踊
蹄
情

都
府
楼
綴
君
瓦
色
、
観
音
寺
只
聴
鐘
戸

中
懐
好
逐
孤
雲
去
、
外
物
直
逢
満
月
迎

此
地
雌
身
検
繋
無
、
何
為
寸
歩
出
門
行

一
度
、
左
遷
さ
れ
て
、
配
所
に
移
っ
て
か
ら
は
、
怖
れ
お
の
の
き
、
恐
健
護

棄
の
日
を
送
っ
て
い
る
。
都
府
楼
は
た
だ
屋
根
瓦
を
望
む
だ
け
、
観
音
寺
は

唯
鐘
の
音
を
聞
く
だ
け
、
心
の
中
は
ち
ぎ
れ
雲
と
と
も
に
去
り
、
空
虚
で
あ

る
が
、
ま
ま
そ
れ
で
よ
い
。
私
を
め
ぐ
る
外
界
は
規
則
正
し
く
め
ぐ
り
合
っ

て
、
満
月
を
迎
え
る
。
こ
の
地
で
は
窮
腐
な
束
縛
は
う
け
て
い
な
い
が
、
門

を
出
て
一
歩
も
歩
き
出
す
気
に
は
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
「
不
出
門
」
は
、
議
居
の
悲
友
感
傷
に
み
ち
た
詩
篇
中
で
は
、
い
く

ら
か
そ
の
苦
悩
を
超
脱
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
彼
が
「

不
出
門
」
に
「
香
炉
峯
下
云
土
詩
」
（
文
集
〉
を
引
用
す
る
時
、
同
時
に
一
時

的
に
で
も
そ
の
心
境
、
す
な
わ
ち
「
香
炉
峰
下
云
々
詩
」
の
尾
聯
「
心
泰
身
内
閣
T

是
帰
処
、
故
郷
何
独
在
長
安
」
が
示
す
よ
う
な
楽
天
の
諦
観
、
或
い
は
達
観
し

た
境
地
に
近
づ
く
こ
と
を
欲
し
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両

作
品
を
比
較
し
た
場
合
、
「
不
出
門
」
に
は
や
は
り
少
な
か
ら
ぬ
不
安
定
な
心

境
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
感
情
が
主
と
し
て
起
聯
の
「
一
従
講
落

在
柴
剤
、
万
死
続
々
踊
跨
情
」
と
尾
聯
の
「
此
地
難
身
無
捻
繋
‘
何
為
寸
歩
出
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門
行
」
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ニ
聯
が
道
真
の
性
格
的
な
も
の
を
内
に

含
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
論
居
中
の
詩
が
、
悲
哀
、
苦
痛
に
満
ち
て
い

る
の
は
、
彼
の
性
格
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

紅
一
」
に
、
道
真
の
性
格
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
る
必
要
を
感
じ
る
。

箆
克
彦
博
士
は
、
道
真
の
人
物
を
評
し
て
、
史
実
上
の
現
人
た
る
方
面
よ
り

批
判
す
る
を
以
っ
て
し
て
も
猶
、
公
は
偉
重
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
お
ら
れ
る
。

が
、
戦
前
に
於
け
る
数
少
い
道
真
の
研
究
書
が
ほ
と
ん
ど
こ
の
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
、
新
な
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

道
真
は
元
慶
四
年
、
大
学
学
生
の
教
授
を
や
っ
た
時
、
周
聞
の
誹
誘
に
対
す

る
憂
悩
を

南
面
線
三
日
、
耳
聞
誹
誘
声
（
（
文
草
巻
第
二
）

F

「
博
士
難
」
』

と
嘆
き
、
次
に
自
己
を
弁
明
し
て
、

今
年
修
挙
牒
、
取
捨
甚
分
明
、
無
才
先
捨
者
、
議
口
訴
虚
名
、
教
授
我
無
失

選
挙
我
有
平
ハ
同
「
博
士
難
」
）

と
訴
え
て
い
る
。
叉
同
六
年
夏
末
に
、
匿
名
の
詩
を
作
っ
て
藤
納
一
吉
田
を
誹
る
も

の
が
あ
り
、
藤
納
一
言
は
そ
の
詩
が
凡
庸
で
な
い
こ
と
よ
り
道
真
を
疑
っ
た
と
い

う
の
で

難
云
内
顧
而
不
病
、
不
知
我
者
謂
我
療
、
何
人
口
上
将
鏑
骨
、
何
処
路
隅
欲

「
・
文
草
巻
第
二

J

僅
屍
｛
「
有
所
思
一
」
）

と
、
七
言
古
詩
で
も
っ
て
延
々
と
己
を
弁
じ
て
い
る
。
更
に
翌
七
年
に
は
、
溺

海
使
節
が
来
朝
し
た
節
、
朝
廷
よ
り
命
を
う
け
て
唱
和
し
た
詩
が
拙
で
あ
っ
た

と
誹
る
者
に
対
し
、
そ
の
酬
明
を
解
い
て
、

去
歳
世
驚
作
詩
巧
、
今
年
人
誘
作
詩
拙
：
：
：
悪
我
偏
謂
之
儒
翰
、
去
歳
世
驚

自
然
絶
、
珂
我
終
為
実
落
書
、
今
年
人
誘
非
真
説
へ
文
草
巻
第
二
〕

F

「
詩
情
怨
」
」

と
叙
し
、
後
に
は
こ
れ
ら
の
事
件
を
苦
に
し
て
出
家
を
思
い
た
っ
た
と
述
懐
し

て
い
る
。

以
上
三
詩
よ
り
見
る
に
、
必
ず
し
も
道
真
を
寛
厚
な
る
人
物
と
は
し
難
い
。

世
の
毅
誉
褒
既
に
一
喜
一
憂
し
、
弁
明
し
、
果
て
は
出
家
ま
で
考
え
る
の
は
、

む
し
ろ
、
神
経
質
な
性
格
め
一
端
と
小
心
の
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一

方
、
名
誉
へ
の
欲
心
が
全
く
無
か
っ
た
と
も
言
い
難
い
。
散
文
「
書
斉
記
」

（
獣
鮮
七
）
は
道
真
の
書
奔
の
状
態
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
熟
生
阜
、
朋
友

の
行
動
を
詳
細
に
記
し
て
、
己
の
学
問
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
を
歎
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
熟
生
中
、
刀
筆
を
弄
ぶ
者
一
に
対
し
、

万
筆
者
写
ν
書
刊
ν
謬
之
具
也
‘
至
二
千
烏
合
之
衆
一
不
ν
知
ニ
其
物
之
周
一
、

操
ν
万
則
削
二
九
案
一
、
弄
ν
筆
忽
汚
ニ
l
l積
書
籍
一

と
嘆
き
、
書
斉
の
中
に
乱
り
に
は
い
っ
て
来
る
者
に
対
し
て
は
「
其
心
難
察
」

と
非
難
し
て
い
る
ι
ま
た
朋
友
の
訪
問
に
対
し
て
も
同
様
に
そ
の
無
礼
を
、

朋
友
之
中
、
頗
有
二
要
須
之
人
一
。
適
依
ν
有
ν
用
、
入
在
一
一
簾
中
一
一
一
、
闘
入

者
不
ν
審
ニ
先
入
之
有
一
ν
用
、
直
容
一
一
後
来
之
不
一
ν
宴
、
亦
何
可
悲

と
悲
嘆
L
て
い
る
。
こ
こ
に
於
い
て
道
真
が
、
融
通
性
の
な
い
神
経
質
な
性
格

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
交
友
関
係
に
つ
い
て
み
る
に
、
同
「
書
斉
記
」
に

唯
知
叶
我
者
、
有
コ
其
人
コ
一
許
人
一

と
あ
る
こ
と
よ
り
推
測
す
る
と
、
親
密
な
交
友
関
係
を
結
ん
だ
人
は
極
め
て
少

教
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
菅
家
文
草
」
中
の
詩
に
見
え
る
応
酬
贈
答
の
作
を
見

て
も
、
岳
文
島
田
忠
臣
と
紀
長
谷
雄
の
他
に
は
僅
か
数
人
が
見
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
当
時
有
名
だ
っ
た
儒
家
に
、
都
良
香
、
橘
広
相
、
一
一
一
善
清
行
、
藤
原
佐

理
、
大
蔵
善
行
等
が
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
と
の
交
友
関
係
は
作
品
の
上
に
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。
一
一
一
善
清
行
の
如
き
は
む
し
ろ
道
真
の
反
対
者
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
「
大
日
本
史
「
謹
一
駐
」
で
は
左
の
如
き
道
苦
闘
す
る
一
一
つ
の
記
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事
を
載
せ
て
い
る
。

清
行
受
二
学
於
菅
原
是
善
一
。
後
師
ニ
巨
勢
文
雄
一

0

・
：
文
雄
薦
ニ
清
行
一
目
。

才
学
超
二
越
時
輩
一
。
菅
家
道
真
聞
而
咽
レ
之
。
以
下
其
背
一
一
是
主
竺
従
中
文
雄
上

也
（
江
談
抄
）

時
右
大
臣
菅
原
道
真
、
権
寵
隆
盛
、
清
行
勧
一
一
之
退
避
一
。
道
真
不
ν
納
。
乃

以
川
書
諌
日
：
：
：
。
道
真
不
－
h
聴
。
遂
遭
一
一
反
論
一
へ
扶
桑
略
記
、
文
粋
、
｝

f

続

古

事

談

』

勿
論
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
…
信
用
す
る
こ
と
は
出
来
か
ね
る
。
前
者
に

ア
ザ
ケ
ル

於
け
る
「
咽
」
を
、
必
ず
し
も
筆
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
清
行
が
道
真
の

父
貝
定
義
口
の
門
下
を
去
っ
て
巨
勢
文
雄
に
師
事
し
た
為
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ

る
。
或
い
は
清
行
の
学
問
自
体
が
外
見
程
で
な
い
こ
と
を
晒
っ
た
の
だ
と
一
言
え

な
い
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
に
「
噛
」
と
い
う
語
を
用
い
た
こ
と
自
体
に
不
明
瞭

な
点
が
あ
る
。
第
三
者
が
道
真
の
表
情
か
ら
そ
れ
を
よ
み
取
っ
た
と
取
る
べ
き

か
、
そ
れ
と
も
道
一
真
自
身
が
「
明
」
に
相
当
す
る
語
を
発
し
た
も
の
か
。
第
三

者
の
判
断
と
し
た
場
合
、
そ
こ
に
主
観
性
が
介
入
す
る
為
、
事
態
は
一
一
層
不
明

瞭
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
こ
の
記
事
だ
け
で
は
筆
者
の
「
以
其
背
是

諮
問
云
々
」
を
信
じ
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
が
、
い
づ
れ
に
せ
よ
周
囲

に
そ
れ
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
道
真
の
内
部
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
に
は
異
論

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
後
者
の
、
道
真
が
清
行
の
勧
告
を
納
れ
な
か
っ
た

と
あ
る
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
清
行
へ
の
対
抗
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。

又
一
方
、
藤
原
菅
根
は
道
真
に
よ
っ
て
大
内
記
に
推
薦
さ
れ
た
恩
あ
る
身
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
、
時
平
の
徒
と
な
っ
て
道
真
を
議
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、菅

根
郷
む
か
し
蔵
人
頭
に
で
あ
り
し
に
、
庚
申
の
夜
の
御
遊
に
つ
ら
を
う
た

れ
た
て
ま
へ
り
け
る
う
ら
み
の
深
さ
に
：
：
・
（
北
野
縁
起
上
）

－
と
あ
る
通
り
、
道
真
に
戸
時
め
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
朋
友
が
少
く
反

対
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
文
人
社
会
と
い
う
学
閥
抗
争
の
激
し
い
中
で
は
、

道
真
独
り
に
限
ら
ず
以
ゾ
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
、
が
、
そ
こ
に
は
や
は
り
性

格
的
な
も
の
を
認
め
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

以
上
で
も
知
れ
る
通
り
、
人
を
許
容
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
一
徹
な
性
格
は

注
四

自
然
、
朋
友
を
遠
ざ
か
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
高
山
樗
牛
は
道
真
の
性

格
を
評
し
て

公
の
人
た
る
察
々
の
明
あ
り
、
切
々
の
直
あ
り
、
而
か
も
清
潟
並
せ
呑
み
、

若
し
く
は
温
雅
、
人
を
容
る
る
の
器
に
非
、
ざ
り
L
i
－
－
－
公
を
も
っ
て
廉
直
細

心
、
人
の
悪
を
仮
借
せ
ざ
る
人
と
な
す
は
可
な
り
。

と
一
言
っ
て
い
る
が
、
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。

道
真
の
讃
岐
赴
任
の
際
、
前
讃
岐
守
藤
原
保
則
は
新
太
守
当
今
碩
儒
、
非
吾

所
測
知
也
、
但
見
其
内
心
、
誠
是
危
殆
之
士
也
（
藤
原
保
則
伝
〉

と
言
っ
た
と
い
う
。
「
危
殆
之
士
」
が
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
樗
牛
は
、

「
見
其
内
心
云
々
」
と
は
公
が
昂
然
と
し
て
人
に
下
ら
ず
名
誉
心
の
甚
だ
織

な
る
を
看
取
し
て
是
を
誠
せ
し
に
は
非
ざ
る
乎

と
述
べ
て
い
る
。
「
名
誉
心
の
甚
だ
織
な
る
」
に
つ
い
て
は
少
々
酷
評
の
感
も

あ
る
。
又
こ
の
「
藤
原
保
則
伝
」
が
前
述
の
三
善
清
行
著
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
そ
の
記
事
の
真
偽
の
程
も
少
々
疑
し
い
。
し
か
し
、
少
く
と
も
類
似
し
た

こ
と
を
一
言
っ
た
の
に
は
相
違
な
か
ろ
う
。
た
だ
保
則
は
賢
明
に
し
て
人
を
知
る

君
子
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
新
太
守
を
名
誉
心
云
十
点
と
誹
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
従
っ
て
こ
こ
は
「
そ
の
気
性
を
見
る
に
非
常
に
あ
や
う
い
生
き
方
を
す
る

人
だ
」
の
意
と
取
る
べ
き
で
、
道
真
の
廉
直
な
る
が
故
に
狭
量
に
し
て
、
容
易

に
人
を
容
れ
よ
う
と
は
し
な
い
性
格
、
乃
至
は
そ
れ
に
よ
る
世
間
の
誤
解
、
恨

み
ま
た
忠
誠
へ
の
一
ず
な
性
格
等
を
考
え
合
わ
せ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
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要
す
る
に
彼
は
、
自
己
を
偽
る
こ
と
な
く
己
の
心
に
忠
実
な
性
格
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

道
真
は
右
大
臣
ま
で
上
っ
た
偉
大
な
政
治
家
で
も
あ
る
が
、
以
上
の
如
き
言

動
を
考
え
合
せ
る
と
、
正
に
詩
人
肌
の
人
間
と
い
う
べ
き
で
、
政
治
家
肌
と
は

言
い
難
い
。
川
口
久
雄
氏
は

ハ
ム
レ
ッ
ト
型
の
詩
人
的
気
質
を
感
じ
さ
せ
る
。
よ
り
少
く
現
実
的
実
践
的

で
あ
り
、
よ
り
多
く
理
想
主
義
的
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
て
い
る
が
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。

結

び

以
上
、
道
真
の
詩
、
そ
の
他
の
文
献
及
び
白
楽
天
の
詩
と
の
対
比
に
於
い
て

道
真
の
性
格
に
一
考
察
を
試
み
た
が
、
今
ま
で
の
天
神
、
偉
聖
と
し
て
の
先
入

感
を
全
く
取
り
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

人
間
と
し
て
の
道
真
は
、
融
通
性
無
く
、
神
経
質
な
性
格
と
言
え
る
。
従
っ

て
人
を
許
容
す
る
寛
容
さ
に
欠
け
る
。
し
か
し
一
面
、
感
受
性
が
強
く
、
思
索

的
で
詩
人
型
、
学
者
型
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

道
真
が
楽
天
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
く
、
「
白
氏
文
集
」

を
太
宰
府
請
所
ま
で
携
行
し
た
の
も
そ
れ
故
で
あ
る
。
彼
は
楽
天
の
諦
所
生
活

態
度
を
学
ぼ
う
と
し
た
の
に
違
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
「
不
出

門
」
と
「
呑
炉
峰
下
云
々
詩
」
と
の
対
比
に
於
い
て
も
明
か
な
如
く
道
真
は
白

楽
天
の
現
実
的
、
理
性
的
、
開
放
的
な
要
素
に
対
し
、
理
想
的
、
感
情
的
且
つ

閉
鎖
的
と
、
対
照
的
相
違
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
紙
面
の
関
係
上
、
本
稿

で
は
省
略
す
る
が
、
例
え
ば
「
叙
意
一
百
韻
」
と
「
東
南
行
一
一
白
韻
」
と
を
比

べ
て
も
全
く
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
し
、
或
い
は
ま
た
「
北
窓
三
友
詩
」
に
於

い
て
は
終
に
は
楽
天
の
性
格
の
或
る
一
面
に
強
い
批
判
さ
え
表
し
て
い
る
事
も

指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
道
真
が
楽
天
に
傾
倒
す
る
こ
と
い
か
に
大

で
あ
っ
て
も
、
所
詮
、
楽
天
に
は
な
り
き
る
こ
と
の
出
来
な
い
本
質
的
な
相
違

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

注①
川
口
久
雄
氏
「
菅
家
文
草
、
菅
家
後
集
」

和
四
十
一
年
十
月
刊
、
岩
波
書
店
）

②
箆
克
彦
氏
『
菅
公
頚
徳
録
』
（
昭
和
十
九
年
刊
、
北
野
神
社
編
）
所
収
（
菅

公
の
性
格
に
つ
い
て
」

③
辻
善
之
助
氏
『
菅
公
碩
徳
録
』
（
昭
和
十
九
年
刊
、
北
野
神
社
編
〉
所
収
「

菅
公
の
性
格
に
つ
い
て
」

④
高
山
樗
牛
『
嬉
牛
全
集
、
第
三
巻
』

公
伝
」

ハ
日
本
古
典
文
学
大
系
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）

昭

ハ
明
治
一
ニ
十
八
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刊
、
博
文
館
）
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